初年次教育で文章表現教育をする意味－流通科学大学「文章表現Ⅰ」の試み－ by 西川 真理子 et al.
流通科学大学 高等教育推進センター紀要 第 3号, 93-106 (2018) 
 
(2018年 1月 31日受理) 




The importance of teaching first-year students how to write expressively 
―An attempt of “Expressive writing course I” at University of Marketing and 
Distribution Sciences― 
 
西川 真理子*、藤田 里実†、山下 香‡ 

























                            
*  流通科学大学経済学部、〒651-2188 神戸市西区学園西町 3－1 
†  流通科学大学商学部、〒651-2188 神戸市西区学園西町 3－1 
‡  流通科学大学人間社会学部、〒651-2188 神戸市西区学園西町 3－1 




次に、2014 年 12 月に出された『高大接続改革答申』では、高校教育、ひいては大学を射程に
入れた高大接続に向けて、学力の三要素が次のように示されている。 
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第１回  レポートを書く目的と効果を理解する 
第２回  レポートの特徴をつかむ 
第３回  レポートを書いてみる① 
第４回  レポートをチェックし合う―ピア・レスポンス― 
第５回  レポートを書いてみる② 
第６回  資料を読む必要性について考える 
第７回  資料を読む力をつける  
① キーワードを見つける ②論理関係をつかむ 
第８回   資料を読む力をつける ③論理関係を構造化する 
第９回   資料をまとめる力をつける 
第 10回  資料からテーマに関する情報を得る 
第 11回  問いを立て、主張を決める 
第 12回  アウトラインを決め、根拠をそろえる 
第 13回  資料を引用する（根拠を示す） 
第 14回  レポートを書く・推敲する 
第 15回  清書して、提出する 





ジャンル別「書くこと」へのの抵抗感          「読むこと」への抵抗感 （数値上昇＝好転）n=172 
 受講前 受講後 有意差 
エッセイ 2.0523 2.1976 なし 
小説 1.8546 2.1686 1％有意 
資料 1.9011 2.1860 1%有意 





できる得点―アイディア                         n=172       
 受講前 受講後 有意差 
Q36. 次から次へと書くことを思いつく 
3.279 4.023 1％有意 
Q37. 文章の書き出しをすぐに思いつく 
3.209 3.849 1％有意 
Q38. どのようなことを書くかすぐに決めることができる 
3.238 3.709 1％有意 
Q39. 自分の考えを表すことばをすぐに思いつく 
3.302 3.965 1％有意 
Q40. 書く内容が少ない時も、ふくらませることができる 
3.256 3.843 1％有意 
Q41. 大事なことを書く場合、すぐ具体例が思いつく 
3.193 3.865 1％有意 
できる得点―アイディア 
19.4709 23.2325 1％有意 
 
できる得点―推敲 
 受講前 受講後 有意差 
Q42. 読み返したとき、書いた文章のどの部分を直せばよいか
わかる 
3.459 3.865 1％有意 
Q43. 書きたかったことが適切なことばで表現されているかど
うかわかる 
3.474 3.959 1％有意 
Q44. 自分の書いた文章をどのように直せばよいかがわかる 
3.070 3.988 1％有意 
Q45. 読み返したとき、自分が書きたかったことが書けている
かどうかわかる 
3.721 4.215 1％有意 
Q46. どこで文章を分ければよいか（段落）わかる 3.573 4.374 1％有意 
Q47. どの部分に注意して読み返せばよいかわかる 3.203 3.948 1％有意 
できる得点―推敲 20.4825 24.2906 1％有意 
 
 受講前 受講後 有意差 
エッセ
イ 
2.9418 2.9127 なし 
小説 3.0174 3.0872 なし 
資料 2.5406 2.7383 5％有意 
レポー
ト 
2.7790 2.9360 なし 
104       西川 真理子、藤田 里実、山下 香 
 
（表５） 自分は注意しているという自覚に関してのアンケート調査結果 
心がけ得点―全体構成                       n=172 
 受講前 受講後 有意差 
Q13. 論点を明確にして文章を書く 4.173 4.792 1％有意 




Q16. 読み手に対して内容を正しく伝える 4.468 4.994 1％有意 
Q17. 始めから終わりまで、話の一貫性を保つ 3.913 4.866 1％有意 
心がけ得点―全体構成 21.4418 24.5232 1％有意 
心がけ得点―表現選択 
 受講前 受講後 有意差 
Q18. 誤字・脱字を見つける 4.690 5.029 有意差
なし 
Q19. 文字表現が統一されているか注意して読み返す 4.250 4.808 1％有意 
Q20. 必要のない箇所や語句を選び削除する 3.719 4.702 1％有意 
Q21. 足りない情報や説明がないか注意して読み返す 3.800 4.559 1％有意 
Q22. 文と文のつながりに気をつけながら書く 4.640 5.058 1％有意 
Q23. 主語と述語のつながりに気をつけながら書く 3.913 4.820 1％有意 
Q24. 読み手の視点で文章を読み返す 3.587 4.436 1％有意 
Q25. 同じことばを何回も使わないようにする 3.977 4.622 1％有意 
心がけ得点―表現選択 32.5116 38.1627 1％有意 
心がけ得点―読み手意識 
 受講前 受講後 有意差 
Q26. わかりやすいことばを使って表現する 4.480 4.836 1％有意 
Q27. 内容をイメージしやすいように書く 4.041 4.686 1％有意 
Q28. 難しいことをやさしく伝える 3.836 4.211 1％有意 
Q29. 読み手が内容に興味を持ってくれるように書く 3.598 4.355 1％有意 
Q30. 自分なりの表現で文章を書く 4.640 4.994 1％有意 
Q31. うまく自分の気持ちを文章に表現する 4.099 4.663 1％有意 
心がけ得点―読み手意識 24.6686 27.6453 1％有意 
 





「ピア親和性」にかかわる質問項目（数値上昇＝好転）            n= 172 
 受講前 受講後 有意差 
Ｑ48「ピア」で話し合うのは楽しそうだ 2.8284 3.5562 1%有意 
Ｑ49「ピア」でいろいろな人に出会えるのが嬉しい 3.2616 3.5290 5%有意 
Ｑ50「ピア」をやると、文章作成能力が向上すると思う 3.7906 4.1744 1％有意 
Ｑ51自分の文章について、「ピア」のメンバーからいろいろな意見を
もらえるのは嬉しい 
3.3197 4.3430 1％有意 
Ｑ52 自分の文章をメンバーに見てもらうことにより、文章力を向上
させたい 
3.5672 4.1461 1％有意 
Ｑ53 自分の文章について、メンバーからいろいろな意見をもらえる
のは役に立つ 
3.8604 4.3372 1％有意 
Ｑ54「ピア」で自分の意見を述べることは有意義だと思う 3.3953 3.9534 1％有意 
ピア親和性全体 24.0058 27.9651 1％有意 
 
「意見開示抵抗感」にかかわる質問項目（数値下降＝好転 ＊Q57のみ数値上昇＝好転）           
 受講前 受講後 有意差 
Ｑ55自分の考えを話すことが苦手である 4.0411 3.5058 1％有意 
Ｑ56ほかのメンバーの文章について意見を述べるのは苦手である 
3.9476 3.4651 1％有意 
Ｑ57反対意見は、はっきりと述べるようにしている 2.9239 3.3742 1％有意 
Ｑ58自分の文章を人に見られるのは恥ずかしい 4.1228 3.2339 1％有意 
意見開示抵抗感全体 14.9883 13.5523 1％有意 
 
「意見受入不愉快感」にかかわる質問項目（数値下降＝好転）         
 受講前 受講後 有意差 
Ｑ59自分の文章の間題点をメンバーに指摘されると、不愉快になる 
2.6058 2.2294 1％有意 
Ｑ60自分の意見に反論されると、不愉快になる 2.5497 2.2339 1％有意 
Ｑ61 文章力が自分と同程度、または自分より低い人からのコメント
は役に立たない 
2.4035 2.3157 なし 
Ｑ62メンバーの中に能力の低い人がいると、イライラする 2.0387 2.1096 なし 








２）西川真理子・橋本信子・山下香・石黒太・藤田里実著, 晃洋書房, 2017 
３） 文章産出困難感尺度（岸学・梶井芳明・飯島里美「文章産出困難感尺度の作成とその妥当性の検討」『東京








    →テーマに関する話題が書いてある資料を探す 
6）変わった人 29%（存続→廃止 25%, 廃止→存続 4%）、変わらなかった人 71% 
7）冨永敦子「文章表現授業における大学生のピア・レスポンス指向性の変化と要因の分析」『日本教育工学会論
文誌』36(3), pp.301-311, 2012 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
